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論文内容要旨
 癌の生物学酌悪性度は腫瘍細胞臼体の増殖能力と個体の防衛能力の綜合によって規定されるも
 のと考2らカる。今井によって考案さ力赤崎によって子宮頚癌に試みらカた静質と実質との関聯
 を重視するG・P・L.分類が,子宮頸癌手術例の予後を比較的適確に表わすという事実は腫瘍細
 胞のみたらず周囲組織の態度を特に重視すべきものであることを教棄ている。筆春は・或はq型
 と浸り或はP・型と煮る膿瘍周囲結合織の態度の差を電子顕微鏡的に観察し,その組織間隙よリリ
 ソパ毛細管に至るリンパ液通跳を比較し次の如き新知見を得ガ。
 て)昭和55年≦月より昭和56年マ2月までの4年間に当教蜜に於いて行のれた子宮頻癌手
 術の摘出材料を検査し,偏平上皮癌のみ209例を今井一赤崎に従ってG.P.L.分類を行つブヒ。
 この分類とリγパ節転移率の関係をみると,q型薩6・7%,P型31.4%,L.型54.0%であっ
 た。講昭和28年1月より日覆和50年窪2月蜜で当教室に於いて手術さヵた子宮頸癌患者105
 例の5年生存率をリγパ節転移の有無で比較すると,リンパ節転移無い患者の5年生存率は
 68.4%,リンパ節転移有る愚老の5年生存率は355%,平均6α2%であった0
 2)手術萌子宮腟部のヨ三に生検によって纏た材料をオスミウム酸で固定し,メタクリレート包
 埋し電子顕微鏡で観察した。正常子宮腟部に於けるリンパ液通路を同定するため皮下にファイト
 ゲン及びイγキを注入した・こカによ郵正覚子宮腟部扁平上皮下基底膜の下履に在するコラーゲ
 γ線維より始るりγパ液通銘はコラーゲン線維融通酪,コラーゲγ線維。舳葉性細胞閲連跳,そ
 してリγパ毛細管に到るものと、慰われる。(1)談ずコラーゲン線維間遠賂としての拡大したコラ}ゲン
 線維間隙には特別の膜様構造は認艶られないのてあみがドコラ轟ゲン線維よワも憲鶴線維智認めうこと脅嚇恥
 ④次にコーラゲン線維・間葉性細胞聞通路は犬擁購葉性細胞の一側に認銃られ隔この騨葉性細胞は線維
 一芽細胞或は皮下組織球がこの位置を占めると思わわるが,同驚園難友ものも多かった。(lll)最
 後にリンパ毛綱管の構造は扁平た内皮綴胞に囲まわたヒダの多い腔で,内皮細胞周囲にはコラー
 ゲン線維は存するが基底膜は認められたかった。内皮綱胞は多ぐ連続して控壁を表しているが,
 場所により難解が認められコラーゲン線維が直接膣に露出している像も認められた。内皮細胞周
 囲にはこれとほy平行して細長い間葉齢胸がコラーゲγ線維を蘭にはさんで存在していた。フ
 アトゲソ等の注入試料の観察結果によると注入物は上記コラーゲγ線維闇通跳,コラーゲン線総
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 間葉性細胞闇通路を経.てこの内皮細腕及ぴ内皮細胞周囲間葉性細胞の間に存するコラーゲy線維
 酔に到睡する。注入物が多いととの間隙はしげしぱふぐ濱あがっているのが認めら勲,一種の貯
 臓所的役割を有するものと愚わ勲煮。最後に内皮細胞難解部に存するコラーゲン線維騨を彌って
 腔内に溌入するものの如くであっ尭。
 5)前述のリγパ液瀦路が,子宮頚癌のG.P.L.分類で娘何たる差を派すかを検討して次の
 結果を縛た。(1)幕底膜及びその附近:G、型に於ける基底膜は癌細胞基底騒の異形の程度に従
 ってその細胞膜に泊つ允陥入叉は突出がはげしかったが,消失叉は変形は認められ友かつた。夏
 型.に於ハてはみ部鐘続している場勝もあ勧ミ大部分に於いて消失していに。ム型でね癌御抱細胞質突起に相当・
 し丸部分に広範な基底膜1消失な認め輪基底膜消失部附近には電子密度の極めて高いコラーゲン線維群が
 穿在していた。(iの箒ラーゲン線維融通路及びコラーゲン線維・騨葉性級胸融通路二C.型に於
 けるロラーゲソ線維及び融葉性細胞は軽護変形を認めた以外殆んど正常に近かったoR型に於け
 るコラーゲン線維は分布が翫が粗であ砂,形態も不整で電子密度も不定であった。間葉1生細胞は
 粗面小胸体が主であり,滑面小胸体が主である正欝又はG型と対称的であった・L,型に於けるコ
 ラーゲン線維変形もi著明であった。中でもコラーゲγ線維の一変形と考又られる弾力線維様構造
 物が穿在するのが著明であった。(顛)リンパ毛細管及びその附近:G、型に於けるリンパ毛細管
 内皮細胞は扁平で著窮な変化は認めら治友かつたが,内皮細胞周囲榊葉性細胞は核膜陥入が甚だ
 著聞でたぐましい感じを受けた。葺型では内皮細胞に比較的多ぐのm主crovilliを認める様
 であった。内皮細胞周囲隙葉性細胞の小器官及び核膜陥入はそれ程著明では表かつた。L型に於
 けるリソバ毛細管内皮細胞は偏平で小器・官の発達も乏しかつ允。内皮細胞周囲には前述弾力線維
 様構造物力聡められ,従って内皮細胞難解部にはコラーゲン線維の露出している場合と弾力線維
 様構造物脅嚇めら煮る場合とあった。
 以上の如ぐ子宮頸癌の防衛機構とリγパ液通路の態度との騨に関係が存在することを認めた。
 一2薩卜
 審査結果の要旨
 従來,癌の悪性度を決定する際に癌細胞自体のみを重視する傾向があった。しかし.癌輯移,
 従て癌患者の運命を支配するもび)は癌細胞の他に周囲組織の態慶が関係することは今井一赤崎の
 CPL分類の顯末的意義に照らしても明らヵ・である。
 筆老は,癌がジソパ系を伝って転移することから,癌周囲のリンパ液通蕗(リンパ間隙一りy
 パ毛靭管)の態度が癌の予後と関係するのでは食いかと覆うアイデアのもとに擬討をすすめ,そ
 の結論を鞘管している。尚,リンパ間隙の病理については未だその報魯が見られず,この方面の『
 開拓にも非常た苦心を払っているp論文要旨は,
 1)手術子宮癌209例についてCPL分類を行い,之とリジパ節転移率との関係を見るにG
 璽では1.6ア多,P型51.4%,L型54%の転移率であった。ジンパ節転移と5年生存率との
 関係を見るにりγパ節転移の凍いものはあるものの2倍弱の生存率であった・
 2)手術薗に子宮縢部から生検用切片を採取し,この舅片につい七電子顕微鏡でウソパ液通路
 をオ爽し,手看侍により摘出した子寓につきGPL分類を試み・た。勘、正常子宮腟部のゾンノく液通暴各
 を同定するために結膜下にフアトゲソ又はインキを注入して擬した。
 5)O型の基底膜は癌細胞基底層の異形の程度に応℃て,その細胞膜に沼うて陥入や突出が顕
 著であったが・消失や変形は認められ友かつた曾P型では基駐膜の一部は連続していたが大部分
 は消失していた。c型では癌緬胞総胞質突起に相当した部分に広範な基底膜の消失を認め,この
 部分に近ぐ電子密度の高いコラーゲン線維群が存在した。
 4)G型のコラーゲγ灘1級ぴ闘葉性細胞は軽度4)変性を認める地,殆んど正常と変りがなか
 った。P型ではコラーゲγ線維の分布が甜τ・粗であり,形態も不整で電子密鍵も不定であった。
 L型ではコラーゲγ線維の変形が著鰐であり1コラーゲン線維の一変形と考えられる弾力線維簾
 構造物が顕著に認められた。間葉性細胞は正常及びG型では滑面小胞体が主であるのにP型では
 粗面小胞体が主であった。
 5)G型のリンパ毛細管内皮細胞は扁平で著聞な変化を認めなかったが・,内皮細胞周囲の間葉
 性細胞は核膜陥入が著明でたくましい感じを受けた。P型では内皮細胞に比較的多くの概or一
 。vi且iを認めた。また内皮細胞周囲の聞難細胞の小雛宮座び核膜陥入はそれほど著明では
 なかった。L型では内皮細胞が扁平で小雛宮の発達も乏しかった。内皮綱胞周囲には弾力線維横
 構造物があり・内皮細胞離解部年はコラーゲン線維の露出しズる場合と,ここに弾力線維簾構造
 
 物で覆われている場合とがあった。
 ごのよう友差違は子営摘除後にはじめて判明するGPL分頚を術前に生検標本で行うことが出
 来,ることを示すと共に.子宮癌担体の防衛機構を現わすものであるQ
 したがって本論文は学位を授与するに緬値あるものと判定する。
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